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開会 午後 １時２８分

◎開会・開議の宣告

〇委員長（小関和明君） ただいまの出席委員数は９名であります。定足数に達しており

ますので、直ちに予算審査特別委員会を開きます。

これより令和６年度幌加内町各会計予算の審議を行いますが、審議に先立ちまして一言

ご挨拶を申し上げたいと思います。委員各位並びに説明員の皆様におかれましては、本日

午前の本会議に引き続きご出席いただき、厚くお礼申し上げます。本会議において予算審

査特別委員会が設置され、私が委員長としての重責を担うこととなりました。委員の皆様

には、限られた日程の中ではありますが、能率的かつ効果的な委員会運営がなされますよ

う、ご理解とご協力をお願いいたします。また、議会は議会の立場で広く客観的に、町民

の負託に応えられるよう政策の内容、費用対効果等十分に議論を重ねてまいりたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。

◎議案第２１号～議案第２７号

〇委員長（小関和明君） それでは、これから付託を受けました議案第２１号から議案第

２７号までの令和６年度各会計予算の件を議題といたします。

審議に入る前に、特別委員会の運営方法について事務局より説明いたします。

〇事務局長（藏前裕幸君） （予算審査特別委員会運営方法朗読、記載省略）

〇委員長（小関和明君） 以上で説明を終わります。

お諮りします。以上の審査の方法により直ちに審査を行いたいと思います。これにご異

議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） 異議なしと認め、そのように取り進めることにいたします。

暫時休憩します。

休憩 午後 １時３５分

再開 午後 １時３７分

〇委員長（小関和明君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

これから審査に入ります。

説明員の皆さんに申し上げます。先ほども説明がありましたように、新規の部分、昨年

度と変わる部分を中心に説明を行っていただき、説明は簡潔明瞭にお願いいたします。

これから議案第２１号 令和６年度幌加内町一般会計予算の説明及び質疑を行います。

総務課所管の歳出の１款議会費、２款総務費の審査を一括して行います。

説明をお願いいたします。

総務課長。
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着席の上、説明をお願いいたします。

〇総務課長（中河滋登君） それでは、総務課所管の予算について説明させていただきま

す。

歳出の７４、７５ページをお開き願いたいと思います。１款１項１目議会費、本年度予

算額３，６４５万円、対前年比７万３，０００円の減であります。この目特に説明するこ

とがございませんので、次のページをお願いいたします。

２款１項１目一般管理費、本年度予算額７，６６９万７，０００円、対前年比２，７０

９万５，０００円の増でございます。この目のこのページについては、中央公民館を町民

に周知する場合には広報で役場別館ということで周知をさせていただきたいと思いますの

で、役場別館という言葉を使わせていただきます。と位置づけまして総務課管理となるた

め、１０節中の燃料、電気、水道、下水道、それぞれ従前は教育委員会と折半してきてお

りましたが、総務課一括管理になったところでございますので、今申し上げた経費倍増し

ているため、増額となっている要因になっております。続いて、１２節委託料では上から

５段目、軽作業業務委託料２７９万９，０００円と前年度の１４万４，０００円から大き

く伸びているところですが、堺氏が退職いたしまして、その後木下総合サービスに委託す

ることとなったことから、人件費は減少しますが、委託料につきましては増額となってい

るところでございます。また、同じく委託料の下から２段目の清掃業務委託料３７８万９，

０００円についても、教育委員会と折半していたところですが、一般管理費で見ることに

なりましたので、倍増しているところでございます。そのほかこのページ特にありません

ので、次のページをお願いいたします。１３節使用料及び賃借料中、上から４段目、コピ

ー複合機借り上げ料３２万２，０００円と２３万４，０００円減となっていますが、役場

庁舎総務課側のコピー機の借り上げを取りやめ、次の段にあります印刷機借り上げ料８０

万７，０００円の中で印刷機の高速プリンターを総務課側のコピー機に代えて使用するこ

ととし、文字、画像も鮮明であり、テストで使用した結果、多少部数が多くなると音が気

になるようでございましたけれども、コピー機を減らし、印刷機に変更することで経費節

減を図るところでございます。もちろんパソコンから印刷できるようになってございます。

今まで使用しておりました印刷機につきましては、保健福祉課のほうへ所管替えいたしま

す。続きまして、１４節工事請負費で役場別館１、２階の旧公民館ですが、防火シャッタ

ーが経年劣化により機能低下しているため、改修工事に２６７万３，０００円、同じく別

館の屋上の防水効果がこれも経年劣化のため漏れが生じるような状況のため、改修工事で

１，２０８万９，０００円を計上しているところでございます。

そのほか特にございませんので、ページを飛んでいただきまして８２、８３ページをお

願いいたします。５目財産管理費、本年度予算額９，４３３万円、前年比７，００９万３，

０００円の増でございます。主な要因としましては、次のページをお願いいたします。１

４節工事請負費でございます。公共施設ＬＥＤ化工事３，８６９万８，０００円、これは

全て読み上げますけれども、まどか宿泊棟、体験実習棟、屋外の実習棟、レークハウスし
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ゅまりない、朱鞠内研修センター、湖畔シャワー室、ワカサギ亭、ログキャビンの３棟、

公衆便所、それから第２キャンプ場の旧トイレ、遊漁者管理棟、第１、第２、第３サイト

炊事場をＬＥＤ化し、合計９８１本ということで計上しているところでございます。賃貸

住宅解体工事２，６０１万５，０００円は、沼牛地区お試し住宅並びの住宅を２棟、添牛

内、杉浦宅前の住宅１棟の解体でございます。職員住宅解体工事５０７万１，０００円は、

北村忠一様宅前の住宅を解体するものでございます。そのほか、この目特にございません。

６目基金積立金、本年度予算額１６４万２，０００円、前年度比８０万５，０００円の

増でございます。

それから、次の７目支所及び出張所費、本年度予算額２１１万１，０００円、前年度比

３万８，０００円の増でございますけれども、いずれも特に申し上げることはございませ

ん。

８目につきましては、産業課の説明になります。

次のページをお願いします。９目の地域振興費、本年度予算額３，４２４万８，０００

円、前年度比６２７万７，０００円の増、総務課所管は１節報酬中の簡易郵便局事務取扱

嘱託員報酬などですが、例年どおりの予算ですので、この目特にございませんので、次の

ページをお願いいたします。

１０目のほうに移らせていただきます。地域情報通信費で、本年度予算額７，６７４万

４，０００円、５，４８６万１，０００円の増でございます。この目では、１０節需用費

中、特別修繕で７９１万２，０００円、防雪柵を国道２７５号線、平和地区直線、農業機

械を格納している倉庫から北側に向かって平和会館の手前までの約６００メーターを整備

するに当たり、電柱の支障移転、ケーブルの敷設替えのために７５０万円を見ているとこ

ろでございます。そのほかにつきましては、特別修繕に係る予算を計上しております。次

のＩＰ告知システム更新業務委託料ですが、４，４５５万円です。これにつきましては、

屋外拡声器が各地区にございますけれども、経年劣化により機能低下していることから、

役場庁舎の屋上、それから政和地区、添牛内地区、朱鞠内の４か所の支柱、拡声器、アン

プを入れ替えることで３，１１３万円、それから幌加内郵便局の裏にございますボックス

内に無停電装置を設置しているところでございます。これもメーカー保守が切れまして、

停電時になると動作しなくなる可能性がございます。データ送信ができなくなることから、

１，３４２万円をかけ、装置交換をすることで予算計上しているところでございます。そ

のほか、この目については特にございません。

続きまして、１１目総合行政情報システム費、本年度予算額１億４，７２４万３，００

０円、７，７６４万６，０００円の増でございます。この目では、１２節委託料中、上か

ら３段目まで個別業務システムについて改良、導入、保守、それぞれ金額を計上しており

ますが、マイナンバー絡みで戸籍情報システムの改修業務に関する予算となっており、振

り仮名出力、振り仮名仮登録、旧氏名等に係る戸籍付票システム改修など、国で行われる

システム改修に対応するため、関係予算を計上しているものでございます。下から２段目
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のデジタル基盤改革支援等業務委託料６，１２３万９，０００円でございますけれども、

令和７年度中にスタートいたします予定の子ども・子育て、福祉、住民業務に関するシス

テムの標準化の下準備として様式の統一、環境の構築、移行ツールなどを整備するために

令和６年度において予算化をし、実施するものを予算計上しているところでございます。

次のページをお願いいたします。１３節使用料及び賃借料で上から３段目、ライセンス使

用料１１４万２，０００円の中に文字起こしのアプリケーション７１万２，８００円が含

まれております。近隣自治体でも会議録を音声を聞きながら文字化するのではなく、音声

をＡＩ機能を活用し、自動的に文字化するものに着手をしたいと考えております。ただ、

本日のような議会のようにマイクの前で明確に音声認識ができるものは８割近く正確な文

字起こしができますが、複数人が発言した場合などは識別し切れずに文字起こしの正確性

に欠けるという実態がございます。まずは、このシステムを導入し、検証を行いながら会

議録などを起こす事務の短縮につながるよう取りかかりたく、予算を計上しているところ

でございます。そのほか、この目については特にございません。

それでは、ページ少し飛んでいただきまして９４、９５ページをお願いいたします。４

項１目選挙管理委員会費、本年度予算額４０万７，０００円、前年度比１万３，０００円

の増でございます。この目については、特にございません。

それから、次のページです。６項１目監査委員費、本年度予算額１２５万９，０００円、

１万７，０００円の減となっております。この目については、特に申し上げることはござ

いません。

感染症緊急対策費については、皆減となっているところです。

２款までの説明はこれで終了いたします。

〇委員長（小関和明君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

委員各位に申し上げます。質疑は簡潔明瞭に、また一問一答となるようにお願いをいた

します。

それでは、１款議会費、１項議会費、１目議会費、７４ページから質疑を受けます。７

４ページ、７５ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） 次に、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、７６ペ

ージから質疑を受けます。７６ページ、７７ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ７８ページ、７９ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ページを飛んで８２ページ、８３ページについて質疑ありませ

んか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ８４ページ、８５ページについて質疑ありませんか。
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（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ８６ページ、８７ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ８８ページ、８９ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ９０ページ、９１ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ページを飛んで９４ページ、９５ページについて質疑ありませ

んか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ９６ページ、９７ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） １款、２款全般について質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） これで１款、２款の質疑を終わります。

次に、９款消防費、１２款公債費、１３款諸支出費、１４款職員費、１５款予備費の審

査を一括して行います。

説明をお願いいたします。

総務課長。

〇総務課長（中河滋登君） それでは、９款１項１目消防総務費、本年度予算額１億８，

０７６万８，０００円、前年比７９６万３，０００円の増となってございます。主な要因

といたしましては、２段目の士別地方消防事務組合負担金（支署経費）、この中で備品購

入費として大型の電動救助器具購入で３９２万７，０００円、救助の際に自動車のドアを

こじ開ける等々に使う器具を更新するということで計上しております。それから、除細動

器購入で３７万２，０８０円、これはＡＥＤのものを交換するということで予算を計上し、

増額になっているところでございます。そのほかは特にございません。

２目災害対策費、本年度予算額５９２万７，０００円、前年比２８６万５，０００円の

増となってございます。この目では、１２節の委託料にありますＪアラート３５０万円が

皆増となっております。これにつきましては、令和６年の２月以降修理が不可となってい

る状態でございまして、受信機を入替えをすることに１５９万６，１００円、受信したも

のを音声変換する場合の関連機器更新で１９０万３，０００円となっているところでござ

います。

そのほか特にございませんので、続いて１８４、１８５ページまで飛んで開いていただ

きたいと思います。１８４、１８５ページでございます。１２款１項１目、公債費元金、

本年度予算額５億８，２７０万８，０００円、前年比８３３万４，０００円の減でござい

ますけれども、特に説明することはございません。
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２目利子、本年度予算額１，１６３万７，０００円、対前年比２０万４，０００円の増

でございますけれども、このページも特に申し上げることはございません。

次のページをお願いいたします。１３款１項１目土地取得費、本年度予算額２８７万円、

前年度比２３７万円の増となっております。土地取得費で国有林財産取得分で３７万円、

朱鞠内の旧森林管理署跡地を買い求めるためのものでございます。それから、役場裏の新

しい宅造地について土地開発基金から買戻しする分の予算として２００万円を計上してい

るところでございます。

次のページをお願いいたします。１４款１項１目職員給与費、本年度予算額７億４７９

万７，０００円、前年度比３，４４４万３，０００円の減となっております。この後の１

９２ページから２００ページに明細書を添付しておりますけれども、職員数、前年度６４

名に対し、本年度５８名と６名の減、会計年度任用職員、短時間ですけれども、前年度７

８名のところ、本年度７３名と５名減となっておりますので、各種手当等を総合的に計算

した結果、減となっているところでございます。

そのほか特に説明することはございませんので、次のページをお願いいたします。１５

款１項１目予備費につきましては、前年度と同様５００万円の予算を当初予算に計上して

いるところでございます。

先ほど申したとおり、１９２ページ以降に給与の明細等を添付しておりますので、後ほ

どお目通しをいただきたいと思います。

以上で総務課所管の予算の説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願

いいたします。

〇委員長（小関和明君） 説明が終わりましたので、事項別明細書、９款消防費、１項消

防費、１目消防総務費、１５２ページから質疑を受けます。１５２ページ、１５３ページ

について質疑ございませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） 次に、１２款公債費、１項公債費、１目元金、１８４ページか

ら質疑を受けます。１８４ページ、１８５ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） 次に、１３款諸支出費、１項普通財産取得費、１目土地取得費、

１８６ページから質疑を受けます。１８６ページ、１８７ページについて質疑ありません

か。

１番、中南委員。

〇１番（中南裕行君） 朱鞠内の森林管理署跡地を買うという予定らしいですけれども、

何か使用目的というのは考えているのか、ちょっとお聞きしたいのですけれども。

〇委員長（小関和明君） 総務課長。

〇総務課長（中河滋登君） 考えております。

〇委員長（小関和明君） ほかに質疑ございませんか。
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（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） 次に、１４款職員費、１項職員費、１目職員給与費、１８８ペ

ージから質疑を受けます。１８８ページ、１８９ページについて質疑ありませんか。

５番、中川委員。

〇５番（中川秀雄君） 昨年度から見て職員数が６４名から５８名に６名ほど減った計算

になっております。それで、なぜこんなに減ってしまって、あと続きもやりたいと思いま

すけれども、それに対する補充はこの数字で見ますと会計年度任用職員の採用でもある程

度補われているのかなと思うのですけれども、職員数が減った理由と、減ったままでどう

いう手当てがなされているのか、まずお聞きしたいと思いますけれども。

〇委員長（小関和明君） 総務課長。

〇総務課長（中河滋登君） 減った原因ということでございますけれども、それぞれ個々

のプライバシーの問題もございますので、明確にこういう理由ですということは言えませ

んけれども、中堅どころの職員については違う職場を求めて勤めたいというような前向き

な理由でお辞めになっていく、そういった事例が最近は非常に多く見受けられてございま

す。その分を何とか補おうというふうに考えておりますけれども、既に今年度に入って記

憶でももう四、五回、第２次募集ということで試験は行ってきておりますので、補充につ

いて手を抜いているというわけではありませんけれども、合格通知を出しても複数町を希

望した場合にそちらのほうに行ってしまうという、そういったようなことでなかなか補え

ていないというような実態がございます。

４月に向けて若干名採用ができておりますけれども、この人数までには到達していない

というところでございますし、会計年度任用職員につきましてもなかなか、一日何もして

いない方が幌加内町でもだんだんいらっしゃらなくなってきておりますので、これにつき

ましても各部署でも一生懸命人材を求めて探しているところですけれども、まだ補えてい

ないというところで、今後は少なくなっていく中でどう業務をこなしていくかというよう

な、そういったことも考えていかなければいけないというふうに考えておりますので、ご

理解のほどをよろしくお願いいたします。

〇委員長（小関和明君） ほかに質疑ございませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） 次に、１５款予備費、１項予備費、１目予備費、１９０ページ

から質疑を受けます。１９０ページ、１９１ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ９款、１２款、１３款、１４款、１５款全般について質疑あり

ませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） これで９款、１２款、１３款、１４款、１５款に関する質疑を

終わります。
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以上で総務課所管の審査を終わります。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 ２時０６分

再開 午後 ２時０７分

〇委員長（小関和明君） 休憩を閉じて審査を続けます。

地域振興室所管の２款総務費について審査を行います。

説明をお願いいたします。

地域振興室長。

着席のままで説明をお願いいたします。

〇地域振興室長（新江和夫君） それでは、着座のままご説明をさせていただきます。令

和６年度一般会計歳出予算、地域振興室所管の予算案についてご説明を申し上げます。

事項別明細書、歳出、７８ページ、７９ページをお開き願います。２款１項２目企画費、

本年度予算２，２００万２，０００円、対前年比１，０９１万３，０００円の増でありま

す。主な要因は、第８次総合振興計画策定支援業務委託料で８２４万９，０００円、それ

と地域公共交通バス利用促進業務委託料で１７８万円の皆増ということになっております。

また、ほろみん号運行業務委託料でも５０万４，０００円の増というところが主な要因で

す。それでは、節ごとのご説明をいたします。１節報酬３４万５，０００円、こちらにつ

いては特に説明はございません。８節旅費８３万円、対前年比１４万８，０００円の増で

ありますが、こちらにつきましては若手職員の研修を兼ねて東京ふるさと会ヘの随行職員

を１名追加し、３名とすることにより増加となりました。そのほかは説明するところはご

ざいません。１０節需用費１９３万円、対前年比２４万８，０００円の増でありますが、

主な要因は修繕料で移住体験住宅のカーテン更新で２７万１，０００円の増によるもので

す。そのほか、消耗品費からガス料まで特に説明するところはございません。修繕料で、

こちらも移住体験住宅でありますが、トイレにシャワートイレを取り付けるということで

若干増加しております。１１節役務費でございます。次のページをお開き願います。１２

万９，０００円、対前年比３，０００円の減でありますが、こちらについては特に説明す

るところはございません。１２節委託料でございます。１，６７９万９，０００円、対前

年比１，０６１万２，０００円の増であります。冒頭申し上げました第８次総合振興計画

策定支援業務委託料８２９万４，０００円、それと地域公共交通バス利用促進業務委託料

で１７８万円の皆増というところでございます。そのほかの細節につきましては、人件費、

物価高騰による増額となってございます。続きまして、１７節備品購入費１万４，０００

円でありますが、こちらについては特に説明するところはございません。１８節負担金、

補助及び交付金１９５万５，０００円でございます。こちらについても特に説明するとこ

ろはございません。
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続きまして、３目でございます。ページ数は８０ページ、８１ページになります。文書

広報費、本年度予算３３０万８，０００円、対前年比７６万３，０００円の減であります。

主な要因は、町勢要覧の全面改訂印刷費で１３０万円の減、幌高生フォトコンテスト事業

で３９万４，０００円の増によるものです。それでは、節ごとのご説明をいたします。７

節報償費１８万２，０００円、こちらは皆増ということになります。昨年は肉づけ予算に

より補正して事業を実施しておりますが、幌高生フォトコンテストに係る入賞者への賞品

代等になります。８節旅費９万１，０００円、こちらは特に説明はございません。１０節

需用費２４８万８，０００円、対前年比１１４万９，０００円の減であります。こちらは、

先ほど申し上げた町勢要覧の全面改訂に伴う減が主な要因でございます。そのほか特に説

明するところはございません。１２節委託料３３万円、こちらについても特に説明はござ

いません。１３節使用料及び賃借料２１万２，０００円、こちら皆増でございますが、先

ほど申し上げた幌高生のフォトコンテスト事業に係る移動支援費等でございます。１８節

負担金、補助及び交付金５，０００円については、特に説明するところはございません。

続きまして、次のページ、８２ページ、８３ページをお開きください。４目ふるさと納

税運営費、本年度予算４，５６１万９，０００円、対前年比１，１３８万６，０００円の

減であります。令和５年度当初予算では歳出７，０００万円の寄附を見込み、各経費を計

上しております。令和６年度当初予算においても同額を見込みましたが、令和５年１０月

に施行されました総務省の通知に基づきまして、ふるさと納税の寄附運営については返礼

品は寄附額の３割未満、かつその他諸経費については返礼品代を含め寄附額の５割未満で

なければ特例控除の指定自治体から除外すると、これ通称５割ルールと呼んでおりますけ

れども、これの改正がございました。これらを受けまして、返礼品内容や寄附額、その他

諸経費等の見直しを行っております。詳しくは節ごとでご説明いたします。まず、７節報

償費２，８３０万円でございます。対前年比７０９万９，０００円の減であります。まず、

物産宣伝費でございますが、こちらについては特に説明するところはございません。続き

まして、ふるさと納税謝品でございます。対前年比７００万円の減でございます。寄附者

への返礼品及び送料となります。先ほど申し上げました総務省の５割ルールの改正に伴い

まして、令和６年４月から返礼品代プラス送料につきましては寄附額の２５％以内を基本

として、現在の返礼費事業者と返礼品の内容、寄附額について最終調整を行っているとこ

ろでございます。単純計算ではふるさと納税謝品の予算額が寄附額７，０００万円の２５

％であれば１，７５０万円となるところでございますが、前年度寄附があり、出来秋の本

年度の返礼品代及び送料が発生するものもございます。いわゆる年度またぎということに

なりますが、こちらで１，０５０万円分を見込んでおり、合計で２，８００万円の予算額

となっております。８節旅費２５万９，０００円でございます。こちら普通旅費について

は特に説明するところはございません。特別旅費１５万８，０００円については、対前年

比で皆増となりますけれども、昨年度は肉づけ予算により補正されております。企業版ふ

るさと納税があった場合に感謝状等を贈呈する場合の旅費として計上させていただいてお
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ります。１０節需用費１４万９，０００円であります。対前年比１００万７，０００円の

減であります。消耗品費、食糧費については説明はございません。印刷費で１０万１，０

００円でございます。対前年比１０１万４，０００円の減でありますが、先ほど申し上げ

た５割ルールに伴いまして経費節減のため、印刷物の廃止等、諸経費を見直し、減額とし

たところでございます。１１節役務費でございます。３４８万２，０００円、対前年比３

６９万円の減でありますが、郵便料７８万７，０００円、対前年比７８万３，０００円の

減であります。広告料２６９万５，０００円、対前年比２０９万７，０００円の減であり

ます。印刷費と同様経費の見直しによるものですが、郵便料につきましては新たなオンラ

インシステムを導入し、寄附者が自らワンストップ特例申請ができるように変更し、町か

らの郵便物の発送回数を減らしました。これまでの郵便料プラス封筒代と比較しましても

節減になるということで、減額をさせていただいております。また、広告費につきまして

は、返礼品の在庫確保にも若干の懸念がありまして、広報媒体を厳選し、減額をしたもの

でございます。１２節委託料でありますが、１，２６８万９，０００円、対前年比１１１

万７，０００円の増であります。各ポータルサイトの使用管理システムによる返礼品の管

理業務委託料となりますが、一部サイトでサービス向上のため値上げがあったこと、新た

なオンラインシステムを導入したことにより増額となったものです。続きまして、１３節

使用料及び賃借料につきまして７４万円、対前年比９１万２，０００円の減でありますが、

こちらはクレジットカード、電子マネーなど決済システムの利用料となりますが、各サイ

ト寄附割合の変更、またポータルサイト契約内容の見直しによりましてサイト委託料へ組

み換えたことなどにより減額となったものです。

それでは、若干飛びまして９０ページ、９１ページをお開き願います。１３目地方創生

事業費については、地方創生事業関連の事業、地域おこし協力隊関連の事業の予算が計上

されております。地域おこし協力隊につきましては、地域振興室所管以外も含まれており

ますが、地域振興室所管部分のみご説明をいたします。地域おこし協力隊全体としては、

地域振興室所管１名、産業課所管２名、保健福祉課所管１名、教育委員会、こちらは高校

魅力化事業になりますが、所管１名の合計５名の予算が今回当初予算で計上されておりま

す。現職隊員３名以外に募集中、または募集を予定している者が１２名おります。総体で

１５名の協力隊の活動を目指しているところでございます。地域振興室所管部分としては、

本年度予算１，７８７万２，０００円のうち１，１０５万７，０００円、対前年比４７７

万３，０００円の増であります。主な要因は、地域おこし協力隊の共通募集広告費で１９

５万円の増、地方創生運営事業補助金で１８０万円の増によるものです。それでは、節ご

とのご説明をさせていただきます。１節報酬２０万４，０００円、こちらについては特に

説明はございません。７節報償費５万円、こちらも同様でございます。８節旅費２０５万

９，０００円のうち１１８万６，０００円であります。費用弁償で５８万４，０００円に

ついては、まち・ひと・しごと審議会委員及び地域おこし協力隊の費用弁償となります。

普通旅費１２万１，０００円については、職員の出張旅費となります。特別旅費について
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は４８万１，０００円、こちらについては地域おこし協力隊の募集活動旅費、また地方創

生事業などで道外へ出張する際の職員旅費となってございます。１０節、次のページをお

開き願います。需用費で１７２万７，０００円のうち７１万４，０００円、対前年比６万

５，０００円の減であります。消耗品費３９万１，０００円につきましては、地域おこし

協力隊関係で２６万円、サテライトオフィス関係で１３万１，０００円となります。燃料

費から修繕料までにつきましては、地域おこし協力隊関連の活動経費等となります。１１

節役務費３１２万２，０００円、対前年比２０２万２，０００円の増であります。パソコ

ン通信料７万２，０００円については皆増となりますが、こちらはほろみんラウンジのＷ

i―Ｆi回線使用料となります。広告料３０５万円につきましては、対前年比で１９５万円

の増であります。地域おこし協力隊の活動費として５万円のほか、協力隊の募集広告費で

２００万円の増で３００万円としたところでございます。こちらにつきましては、協力隊

の募集広告費につきましては特別交付税措置で令和５年度まで１団体２００万円であった

ものが令和６年度から上限３００万円に改定される予定でございます。近年多くの職種で

も人材確保が非常に困難であります。協力隊につきましても売手市場であることから、国

の財政措置を最大限有効活用するため、上限まで増額をさせていただいたものでございま

す。１２節委託料２７万円であります。こちらは対前年比皆増となりますが、昨年肉づけ

予算で補正をしております。地方創生に係るセミナー開催に係る講師派遣委託料として計

上させていただいております。こちら財源については、北海道市町村振興協会のセミナー

助成金を申請する予定としております。１３節使用料及び賃借料４５３万８，０００円の

うち、対前年比で同額の１４９万１，０００円となります。こちらは、全て車両借り上げ

料から借家料まで地域おこし協力隊の活動経費となっております。続きまして、１７節備

品購入費２６３万７，０００円のうち、対前年比同額の８７万９，０００円となります。

こちらも地域おこし協力隊の家電製品等の購入費となってございます。続きまして、１８

節負担金、補助及び交付金３２６万５００円のうち３１４万１，０００円、対前年比２１

０万円の増であります。まず、一般社団法人北海道移住交流促進協議会負担金で３０万６，

０００円については、協力隊が参加する予定であります首都圏等での移住交流フェア２回

分の負担金となっております。また、地方創生運営事業補助金につきましては、昨年肉づ

け予算でも補正をさせていただいておりますが、今回２８０万円として計上しております。

内容といたしましては、幌加内町地方創生実行委員会に対する運営補助でございますけれ

ども、主に大山慎介顧問に支払う顧問料、それとＮＰＯ法人北海道グラウンドワークの年

会費などとなってございます。諸会議負担金につきましては、特に説明するところはござ

いません。

続きまして、９６ページ、９７ページをお開き願います。５項１目諸統計調査費につい

ては、統計法に基づく各種統計事務に係る会計年度任用職員報酬を除く全ての費用を計上

しております。本年度予算６７万８，０００円、対前年比５４万９，０００円の増であり

ます。主な要因は、住宅・土地統計調査の本調査が昨年度終了し、農林業センサスの本調
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査、それと国勢調査の調査区設定が今年度実施されることによるものです。今年度調査に

つきましては、農林業センサス本調査のほか、国勢調査調査区設定、経済センサス調査区

管理、学校基本調査となってございます。需用費にございます食糧費６，０００円を除く

ほかの項目につきましては、国から示された基準額等に基づき、各調査の諸経費を計上し

ておりますので、節ごとのご説明は省略させていただきたいと思います。

続きまして、１８８ページ、１８９ページをお開き願います。１４款１項１目職員給与

費につきましては、地域振興室所管の会計年度職員に係る報酬等を計上しておりますが、

一般会計全職員分合計で一括計上となっております。当室所管分といたしましては、会計

年度任用職員報酬で３６２万６，０００円、内訳としては事務補助員で９８万６，０００

円、地域おこし協力隊で２６４万円、会計年度任用職員期末手当で５６万円でございます。

今年度、令和６年度から地域おこし協力隊の報酬額等の特別交付税措置の改定が予定され

ております。そのため、月額報酬を上限２２万円、期末手当額を１回２８万円を上限とし

て要綱改正をしております。上限額につきましては各課同様でございますので、他の課に

つきましても同様の予算計上となっております。

以上で地域振興室所管令和６年度歳出予算案のご説明を終わります。ご審議のほどをよ

ろしくお願いいたします。

〇委員長（小関和明君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。事項別明

細書、２款総務費、１項総務管理費、２目企画費、７８ページから質疑を受けます。７８

ページ、７９ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ８０ページ、８１ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ８２ページ、８３ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ページを飛んで９０ページに行きます。９０ページ、９１ペー

ジについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ９２ページ、９３ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ページを飛んで９６ページ、９７ページについて質疑ありませ

んか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ２款全般について質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） 以上で地域振興室所管の審査を終了します。

暫時休憩をいたします。
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休憩 午後 ２時３１分

再開 午後 ２時４４分

〇委員長（小関和明君） 休憩を閉じて審査を続けます。

住民課所管の２款総務費、３款民生費、４款衛生費の審査を一括して審査を行います。

説明をお願いします。

住民課長。

〇住民課長（山本久稔君） それでは、住民課分歳出の説明を行います。

２款１項５目になりますので、８２ページお願いします。

〇委員長（小関和明君） 課長、着席の上、説明お願いします。

〇住民課長（山本久稔君） それでは、座って説明させていただきます。

８２ページ、５目財産管理費からまいります。５目財産管理費、予算額９，４３３万円、

このうち住民課分は需用費のみで３２万１，０００円となります。住民課分、前年比３３

万６，０００円の減であります。交通安全車に係る経費でございまして、５年度に夏タイ

ヤ、冬タイヤの購入があったため、減となるものです。需用費のみですので、５目、以上

でございます。

次、９目に参ります。８６ページ、８７ページをお願いします。８６ページ、２款１項

９目地域振興費、予算額３，４２４万８，０００円、このうち住民課分は１，３４３万４，

０００円、前年比６７２万１，０００円の増であります。増の主な要因としましては、ま

ず１０節、特別修繕で朱鞠内公園管理棟の外壁塗装を行います。次、１８節、冬期生活除

雪になりますが、４７０万円です。これは、５年度肉づけ予算のため、当初予算なかった

ものであります。同じく１８節、バスの定期券購入助成です。これが１２４万円でありま

す。理由は、後ほど申し上げます。節のほうに参ります。まず、８節、普通旅費、ここか

ら１０節の水道料まで特にありません。１０節の修繕料５０万８，０００円でございます

が、朱鞠内公園のバス停留所、添牛内公園のバス停留所、政和のバス停留所、これらにそ

れぞれトイレが設置してある表示の看板を設置するものでございます。次の特別修繕料１

１６万６，０００円ですが、これは今ほど申し上げました朱鞠内公園管理棟の外壁塗装を

行うものでございます。１１節から、このページにつきましては特にございません。次の

ページお願いします。次のページ、１３節の下ほう、路線バス回数券でございます。１６

０万円ですが、これにつきましては路線バス利用促進に係る助成要綱、これが令和５年度

をもって助成期間が終了するところですが、令和８年度まで３年間の延長を図るとともに、

助成率を現在の２０％から５０％に引き上げる拡充とするものでございます。この科目に

ついてはＪＲバスからの回数券購入費でございますので、従来と単価は変わりません。１，

６００冊を計上しているところでございます。次、１８節に参ります。上から２つ目の冬

期生活除雪支援事業補助金４７０万円でございます。個人の上限額４０万円を１０件分、
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委託の上限額７０万円を１件分見込んでおります。同じく１８節の一番下になります。路

線バス定期券購入助成金１９３万５，０００円ですが、回数券で申しましたとおり、路線

バス利用促進に係る助成要綱、これに基づいて助成いたします。定期券につきましても要

綱の改正に伴いまして５０％助成を行うこととして、深川方面１１名、名寄方面３名分を

予算計上しているところでございます。９目、以上です。

このページはありませんので、次、９０ページ、９１ページ、次のページお願いします。

９０ページ、１２目交通安全対策費、予算額２１８万１，０００円、７万７，０００円の

増でございます。１節から１０節の電気料まで、特にありません。１０節、特別修繕料８

０万円ですが、町道のほか公共施設等の駐車場含めまして区画線、白線の整備として計上

するものであります。１８節は、下から２つ目、チャイルドシート等購入費助成金ですが、

６万円です。３件分を計上しております。この目、以上です。

次のページお願いします。９２ページになります。２款２項１目税務総務費、予算額１

７７万９，０００円、１万３，０００円の増でございます。この目につきましては、次の

ページを含め、特に説明ありません。

次のページお願いします。９４ページになります。２款３項１目戸籍住民登録費、予算

額２２万６，０００円、５万８，０００円の増です。この目についても説明は特にありま

せん。

２款の説明、以上です。

続いて、３款に参ります。１００ページ、１０１ページお願いします。１００ページ、

３款１項１目社会福祉総務費８，０６５万４，０００円、このうち住民課分としましては

１，２２８万６，０００円、前年比２８６万７，０００円の減です。主な要因としまして

は、２７節の国民健康保険特別会計繰出金が２９８万２，０００円の減となってございま

す。このページについては、特に説明ありません。次のページお願いします。今ほど申し

上げましたとおり、２７節になりますが、国民健康保険特別会計繰出金９１３万２，００

０円です。前年比２９８万２，０００円の減です。内訳としまして、まず事務費３７６万

円、保険基盤安定軽減分１９８万１，０００円、保険基盤安定支援分１６７万５，０００

円、未就学児均等割保険税７万８，０００円、財政安定化支援事業３４万５，０００円、

未出産育児一時金３３万８，０００円、短期人間ドック補助金８０万円、単独事業１６万

円の内訳となってございます。この目、以上でございます。

次に、１０６ページ、１０７ページお願いします。３款１項４目になります。国民年金

費、予算額１万５，０００円、前年同額です。この目、特に説明ありません。

次、５目医療給付費、予算額４９６万７，０００円、１１万８，０００円の増です。８

節から１１節まで、特に説明ありません。１９節扶助費に参ります。まず、重度心身障害

者医療費１４４万円でありますが、令和３年度、４年度の実績及び５年度の実績見込みを

基に予算計上しておりまして、前年比２６万２，０００円の減です。次のひとり親家庭等

医療費３０万円につきましては、入院費を含めました見込額を予算計上、前年同額であり
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ます。次の乳幼児等医療費２９８万６，０００円につきましても３年度、４年度及び５年

度の実績見込み、これらを基に予算計上しており、前年比３６万９，０００円の増となっ

てございます。一番下の未熟児養育医療費でありますが、前年同額１０万円を予算計上し

ております。この目、以上です。

下に行きまして、６目後期高齢者医療費、予算額３，１９１万４，０００円、２０３万

２，０００円の増でございます。まず、１８節、療養給付費負担金２，０６５万２，００

０円でありますが、前年比２０５万８，０００円の増となります。これにつきましては、

後期高齢者への給付見込額の１２分の１を一般会計で負担するもので、広域連合からの通

知された額を予算計上しております。次、２７節、後期高齢者医療特別会計繰出金１，１

２６万２，０００円でありますが、前年比２万６，０００円の減となってございます。内

訳としまして、事務費２３万４，０００円、健診事業分２４万８，０００円、後期高齢者

医療広域連合事務費１９７万２，０００円、保険基盤安定分８８０万８，０００円となっ

てございます。

以上でこの目及び３款を終わります。

次に、４款参ります。１１４ページお願いします。１１４ページ、４款１項４目、一番

下になります。診療所費、予算額１億７３７万８，０００円、このうち住民課分としまし

ては患者輸送車、いわゆる住民バスです。この経費を予算計上しております。住民課分の

予算は８３万５，０００円で、４３万５，０００円の前年比減となってございます。主な

要因としまして、令和５年度にバスの冬タイヤ４３万９，０００円を購入したところでご

ざいます。この目、以上です。

次、５目に参ります。１１８ページをお願いします。１１８ページ、１１９ページにな

ります。４款１項５目環境衛生費、予算額１，５２５万３，０００円、９２０万３，００

０円の増となります。主な要因としまして、１０節のうち特別修繕料９１３万円、これに

つきましては、町長施政方針でありましたとおり葬斎場火葬炉のセラミックウール及びレ

ンガの全面張り替えを行うものであります。また、次のページに１８節、補助金のうち不

良空き家建築物等撤去促進事業補助金１５０万円があります。これにつきましては、令和

５年度肉づけ予算でしたので、当初予算ではなかったものであります。この目については、

次のページも含めて以上でございます。

次のページ、１２０ページお願いします。４款２項１目に参ります。塵芥処理費、予算

額６，０３９万８，０００円、２，７７１万３，０００円の増であります。まず、上から

８節、１０節の修繕料まで特にありません。１０節、特別修繕料３，５５４万５，０００

円であります。まず、火葬炉の煙突修理に６６９万５，０００円を計上しております。煙

突の補強としまして耐火施工を行うものですが、煙突の一部が経年劣化により交換も必要

となることから、今回高額となるものであります。２点目としまして、埋立地から発生し

ます水処理施設について２，５８５万円を計上しております。平成１３年に供用開始いた

しました浸出液処理施設につきましては、各処理槽の機器に指令を送る制御盤、これが１
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１基備えられておりますが、町長施政方針で述べましたとおり、浸出液処理の終了まで後

年２０年程度はかかると見ております。このことから、今回制御盤の全てを更新するもの

であります。続きまして、１１節から１５節まで特に説明はございません。１８節、ゴミ

集積所設置費助成金７０万円ですが、２つの自治区から要望があるところであります。こ

の目、以上でございます。

続きまして、下、２目し尿処理費、予算額７１６万９，０００円、７９万円の減であり

ます。次のページお願いします。１０節需用費まで特にありません。１２節、し尿収集処

理業務委託料２５１万６，０００円、１１２万１，０００円の減となります。次の１８節、

士別市下水処理施設負担金４５９万円、３３万１，０００円の増となってございます。こ

れにつきましても施政方針でありましたとおり、政和以北のし尿収集処理、これにつきま

して従来名寄市と契約していたものを令和６年度から町内全域について士別市一括で収集

処理を行うものであります。この目、以上です。

３目汚泥堆肥施設費、予算額５７５万１，０００円、４万５，０００円の増でございま

す。この目については、特に説明ありません。

以上で４款の説明としまして、住民課歳出全ての説明を終わります。ご審議のほどよろ

しくお願いいたします。

〇委員長（小関和明君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。事項別明

細書、２款総務費、１項総務管理費、５項財産管理費、８２ページから質疑を受けます。

８２、８３ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ページを飛びます。８６ページ、８７ページについて質疑あり

ませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ８８ページ、８９ページについて質疑ありませんか。

１番、中南委員。

〇１番（中南裕行君） ちょっとお伺いしたいのですけれども、バス停留所設置はＪＲが

やると思うのですけれども、町として要望は出せるのかどうかについてお伺いしたいと思

います。

〇委員長（小関和明君） 住民課長。

〇住民課長（山本久稔君） 何の要望ですか、例えば。

〇委員長（小関和明君） 中南委員。

〇１番（中南裕行君） すみません。我々でしたら、カーブ、それから交差点、これ駐停

車禁止ですよね。ＪＲバスは、カーブで交差点のところで停留所があるのです。というこ

とは、そこで止まるということです。道交法ではカーブやら交差点では駐停車禁止なのに、

ＪＲバスは停車場がそこにあるということで、是正してもらうということは町から要望で

きるのかどうかお聞きしたいのです。
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（何事か言う者あり）

〇委員長（小関和明君） 中南委員。

〇１番（中南裕行君） 共栄のところでカーブでバス停に止まっていますと追越しもでき

ないのですよ、危なくて、前見えなくて。ちょうどあそこは交差点ですよね、３差路のカ

ーブですよね。そこを停車場があるということで、移動とか、そういうのが町から要望で

きるのかどうかお聞きしたいのです。

〇委員長（小関和明君） 町長。

〇町長（細川雅弘君） お答えします。

ちょっと調べたいと思いますけれども、コミセンとか、それぞれ朱鞠内、添牛内、あと

交流プラザ、ああいったところは町が設置しているのですけれども、木で造った小屋のよ

うな停留所、あれも町が設置です。そして、位置はＪＲと協議して、警察等にも届け出て

設置していただいております。場所の変更等についてはお互いの協議ではないかなという

ふうに思っておりますので、そういったご指摘があれば、担当は地域振興室のほうになる

かと思いますので、協議させるようにいたします。

〇委員長（小関和明君） 住民課長。

〇住民課長（山本久稔君） 昨今のＪＲとの協議の経過でいいますと、ＪＲ側としてはあ

まり使用のされない停留所等については撤去したいという意見も出ておりますので、検討

はしますけれども、その辺も含めて考えていかなければいけないということにもなります

ので、お知りおきいただきたいと思います。

〇委員長（小関和明君） ９０ページ、９１ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ９２ページ、９３ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ９４ページ、９５ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） 次に、３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、１

００ページから質疑を受けます。１００ページ、１０１ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） １０２ページ、１０３ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ページを飛んで１０６ページ、１０７ページについて質疑あり

ませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） 次に、４款衛生費、１項保健衛生費、４目診療所費、１１４ペ

ージから質疑を受けます。１１４ページ、１１５ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）
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〇委員長（小関和明君） １１６ページ、１１７ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） １１８ページ、１１９ページについて質疑ありませんか。

５番、中川委員。

〇５番（中川秀雄君） １１９ページの１０節の特別修繕料の関係なのですが、火葬場の

内側の耐火れんがの張り替えということでしたけれども、一般的に工期としてはそのよう

な改修にはどのぐらいかかるものなのですか。

〇委員長（小関和明君） 住民課長。

〇住民課長（山本久稔君） すみません、確認なのですけれども、一般的にどれくらい。

〇委員長（小関和明君） 中川委員。

〇５番（中川秀雄君） もし改修に入って、場合によっては不幸にして火葬場を使用する

場合も出てくるかと思うのです。工期が長くかかるとすればそういう対応も考えておかな

ければならないと思うのですけれども、そういうことでどうなのでしょうか。

〇委員長（小関和明君） 住民課長。

〇住民課長（山本久稔君） 今回の改修につきましては、あそこ開設以来４０年たつので

すけれども、今まではあそこ内側から順番にいきますと、セラミックウールというちょっ

と柔い素材があって、その外に耐火れんがというものがありまして、その外側に耐熱れん

がというものがあります。今まではセラミックウールの交換というのは過去に３回から４

回やってきておりまして、そのときは１０日なり２週間なりの工期だったかと思います。

今回は、内側といいますか、外側といいますか、れんがについてかなり老朽化も激しいと

いうことですので、耐火れんが、耐熱れんが含めて全部張り替えを行うのですけれども、

今のところ業者との話では約一月と言っています。ただし、乾かすのにまた１週間とかと

平気で言われてしまうので、もうちょっとかかることは可能性としてはあるかなと思って

います。その間なのですけれども、過去においても１週間、１０日間という対策はしてお

りまして、士別市なり和寒町なりに事前にお話をしておいて、発生した場合はそちらに依

頼をかけるということをしてきておりますので、今回についても使えない期間中について

は他市町にちょっとお願いを申し上げるということでいきたいと思っています。

以上です。

〇委員長（小関和明君） 中川委員。

〇５番（中川秀雄君） なければいいのですけれども、もしあった場合に当然ほかの施設

を使うとしたならば、午前中にもありましたけれども、火葬場の使用料や何かのあれでか

なり差も出てくるのではないかと思うのですけれども、そこまでは考えなくてもよろしい

ですか。

〇委員長（小関和明君） 住民課長。

〇住民課長（山本久稔君） 使用料については、行政上、町民から使用料、火葬場に限ら

ず取る場合には条例で明記しないとその金額を徴収することはできないことになっていま
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す。当然そう考えるのであれば、町外に出た場合の期間中についてもこれだけかかるから

ということにはならず、うちの条例上、うちで行うのと同じ金額を住民に求めることにな

ります。それ以上出た負担がもしあるのであれば、それは町費となるのではないかという

ふう考えています。

〇委員長（小関和明君） ほかにございませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） １１８ページ、１１９ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） １２０ページ、１２１ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） １２２ページ、１２３ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ２款、３款、４款全般について質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） これで２款、３款、４款の質疑を終わります。

以上で住民課所管の審査を終わります。

暫時休憩をいたします。

休憩 午後 ３時１０分

再開 午後 ３時１１分

〇委員長（小関和明君） 休憩を閉じて審査を続けます。

これから産業課所管、２款総務費、５款労働費、６款農林水産業費、７款商工費の審査

を一括して行いますが、６款農林水産業費については農業委員会所管の予算も含まれてい

ることから、農業委員会所管予算も併せて審査を行います。

それでは、説明をお願いします。

産業課長。

着席のままで説明をお願いします。

〇産業課長（清原吉典君） 座ったまま説明させていただきます。

予算書、歳出の８６、８７ページお願いいたします。８６、８７ページの２款１項８目

でございます。２款１項８目の町有林造成費、本年度２，５０８万３，０００円、前年対

比１，１２２万７，０００円の増、増額の要因につきましては昨年度の骨格予算による増

額によるものです。１２節の委託料で森林整備事業委託料９２７万５，０００円ですが、

主なものとして長留内ほろたち線開設に伴う伐開４６４万４，０００円、政和第２の町有

林の皆伐１５３万９，０００円になります。歳入としては、１９５立米の立木の販売で９

５万３，０００円を計上しております。１８節負担金、補助及び交付金、道営林業生産基
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盤整備道開設事業負担金１，５００万円ですが、長留内ほろたち線の林道整備に係る負担

金です。事業費６，０００万円のうち、地元負担分の２５％を計上しております。事業内

容は林道整備５００メーターを予定をしており、実施主体は北海道となっております。そ

のほか特にございません。

次に、９０ページ、９１ページお願いいします。１３目でございます。９０ページ、９

１ページの１３目地方創生事業費ですが、産業課関係としましては地域おこし協力隊２名

分の経費を計上しております。現在採用している振興公社１名、観光協会１名分の活動経

費２４１万９，０００円を計上しております。報酬につきましては、１４款に２名分６４

０万円を計上しております。そのほか観光関係に３名を追加で募集いたしますが、採用が

決まれば補正にて対応させていただきます。

続いて、１２４、１２５ページお願いします。５款でございます。１２４、１２５ペー

ジの５款１項１目労働費、本年度７７７万円、前年対比１，０００円の増、１８節の負担

金、補助及び交付金、下段の幌加内町ふるさとワーキングホリデー補助金６０万円ですが、

令和３年度からの継続事業として関係人口の創出を目的に、１週間から１か月ほど町内事

業所に従事し、その期間に地域住民と交流を通じて暮らしを体験する制度でございます。

２名分の費用を計上しております。この款は以上でございます。

次のページをお願いいたします。６款１項１目農業委員会費、本年度６９３万円、前年

対比２３万３，０００円の増額でございます。農業委員に係る予算でございます。特に説

明はございません。

２目農業総務費、本年度７０万５，０００円、前年対比４，０００円の減、次のページ

にかけまして特に説明はございません。

３目農業振興費、本年度５億７，４８２万５，０００円、前年対比４億１，３４８万９，

０００円の増、増額の要因は農産加工研究センター建設に伴う設計費など、国営かんがい

排水事業の完了に伴う事業負担金、バイオコークス製造プラント実施調査補助金の増のほ

か、昨年度の骨格予算による増額になります。１１節役務費、確認申請手数料１０万円、

１２節の委託料、そば加工施設建築等設計業務委託料３，８０６万円、１４節工事請負費、

そば加工施設用地造成工事５，０９０万円、１６節の公有財産購入費、土地購入費で２２

４万円ですが、字振興の低温倉庫隣接地に加工センターの建設を予定しております。国の

補正予算を目指すため、本年秋までに建物造成、機械の設計が完了する必要がございます。

実施設計費用のほか、農地の購入、その土盛りなどの整備費用を計上しております。本年

度の関係する当初予算の総額は、合わせて９，１３０万円になります。財源は、過疎債を

充当いたします。また、先ほど申し上げました国の補正予算を予定しておりますが、令和

６年度中に採択になった場合には関係予算を補正にて対応する予定でございます。１８節

負担金、補助及び交付金中、上から３段目でございます。国営かんがい排水事業負担金１

億８，３８８万１，０００円ですが、平成２６年度から事業が始まり、総事業費５１億１，

０００万円でございます。幹線用水路７．７キロメートルの整備が令和５年度で完了いた
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しました。当初の規定に基づき負担するものでございます。負担金につきましては、過疎

債を充当することとしております。一番下のゼロカーボン・イノベーション導入支援事業

費補助金１億５００万円ですが、昨年１１月８日にソバ殻を減量に用いた低コストバイオ

コークス製造技術の実証事業として北海道より採択を受けて事業を進めているところでご

ざいます。実施主体は町、農協、民間事業者から成るコンソーシアムに対し、助成を行う

ものでございます。そのほか、特に説明はございません。

４目農業技術センター費、本年度４９６万９，０００円、前年対比１６９万７，０００

円の減、農業技術センターにつきましては次長１名、研究員１名、臨時作業員２名で運営

をしております。土壌分析のほか、ソバの栽培などを引き続き研究してまいります。また、

当センターの在り方検討委員会につきましても今後協議していきますので、ご理解いただ

きたいと思います。次のページにかけまして特に説明はございません。

５目農業担い手対策費、本年度、前年同額の４１万９，０００円でございます。この目

につきましても特にございません。

６目経営所得安定対策費、本年度２８７万円、前年対比９万８，０００円の増、次のペ

ージにかけまして特に説明はございません。

７目畜産費、本年度２２４万円、前年対比１３万６，０００円の減、この目は特に説明

はございません。

８目農業金融対策費、本年度２８万９，０００円、前年対比８，０００円の減、この目

も特に説明はございません。

９目農業活性化センター運営費、本年度９４５万３，０００円、前年対比３８万２，０

００円の増、この目につきましても特に説明はございません。

次のページをお願いいたします。１０目土地改良施設維持管理費、本年度９５８万４，

０００円、前年対比５７万７，０００円の増、この目につきましても特にございません。

１１目土地改良事業費、本年度４，６７２万８，０００円、前年対比２４０万円の増、

１８節の負担金、補助及び交付金、幌加内北部地区担い手育成型基盤整備事業負担金３，

８７６万円ですが、事業費２億２，８００万円で、地元負担分１７％分を計上しておりま

す。事業内容としましては、区画整理６ヘクタール、暗渠排水３０．１ヘクタールを計画

しております。このほか特にございません。

２項１目林業費、本年度３２８万１，０００円、前年対比１９５万１，０００円の増、

１節報酬、非常勤職員報酬３６万円のうち、新規としましてヒグマ対策費分として１日１

万５，０００円の２名、５日分として１５万円を新規で追加計上しております。次のペー

ジをお願いいたします。１２節の委託料、鳥獣被害防止対策委託料５０万円ですが、こち

らもヒグマ対策のドローン支援業務として２回分を見込み、新規追加しております。先ほ

どの報酬と委託料についてですけれども、昨年１年間のヒグマ目撃件数は、昨年というか、

令和５年度です。ヒグマの目撃件数は、実態、痕跡含め４０件の通報がありました。例年

より４倍程度多く通報があったところでございます。この通報の約８割が北部に集中して
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いるということを踏まえまして、朱鞠内湖周辺を中心に生息状況の調査や人材育成と人へ

の警戒心を植え付けることを目的としまして４月から５月の残雪期を利用しまして春季管

理捕獲を計画しております。現在関係者と調整しておりますが、整った場合には４回程度

を予定しております。今申し上げました予算内で対応していただきますが、予算に不足が

生じた場合には補正により対応させていただきますので、ご理解いただきます。また、こ

の事業は北海道の春季管理捕獲支援事業にも申請できることから、実施した場合には補助

申請を予定しているところでございます。１８節負担金、補助及び交付金中、下から２段

目の狩猟免許等取得費助成金１２０万円ですが、町から有害鳥獣の捕獲活動に従事するこ

とを条件としまして第１種狩猟免許取得者に対し、免許取得費用１０万円のほか、銃器購

入費用２０万円を上限として助成するものでございます。４名分を予定し、計上しており

ます。下から４段目の豊かな森づくり推進事業補助金３１万４，０００円ですが、森林経

営計画に基づき、森林整備の合意を得た事業者に対し助成するものであります。歳入とし

まして１９万２，０００円を北海道より補助を受けるものでございます。

３項１目水産業振興費、本年度３７７万円、前年対比２７３万３，０００円の増、増額

の要因は昨年度の骨格予算に伴う増額でございます。この目は特にございません。

次のページをお願いいたします。７款１項１目商工振興費、本年度４，４３０万２，０

００円、前年対比１，７１７万３，０００円の増、増額の要因は昨年度の骨格予算による

プレミアム商品券発行補助金及び商工業振興奨励補助金の増、修繕料の増でございます。

１０節の需用費、修繕料ですが、交流プラザ屋上防水補修、一部劣化によりまして２０万

９，０００円を追加で計上しているものでございます。特別修繕料３２３万４，０００円

は、交流プラザの電圧機器、こちらが２５年経過しております。更新する費用を計上して

おります。１７節の備品購入費１５万１，０００円は、電波法の改正により旧規格の無線

設備が使えなくなります。会議室に設置しておりますワイヤレスマイク設備一式を更新す

るものでございます。１８節の負担金、補助及び交付金、プレミアム付商品券発行補助金

８００万円は、２０％のプレミアム付商品券４，０００セットを助成するものでございま

す。商工業振興奨励補助金５００万円は、令和６年度までの時限としまして店舗の新築、

取得、増改築、機械設備導入、更新費用に助成するものでございます。

２目の観光費、本年度１億３，１７６万４，０００円、前年対比２，１５９万１，００

０円の増、７節報償費、物産品宣伝費中、幌加内そば消費拡大ＰＲ事業としまして、各製

麺事業者より１万袋を購入し、日赤に贈呈し、献血増加を目指すものでございます。財源

につきましては、ふるさと納税を充当いたします。１０節需用費、印刷費３０万４，００

０円ですが、そば料理レシピ集３，０００部の増刷をするものです。次のページをお願い

いたします。修繕料中、レークハウスの屋上防水３８万５，０００円、観光施設支障木撤

去７３万６，０００円を追加計上しております。特別修繕料中ですが、レークハウスの灯

油タンク及びポンプ室に引き込む電柱が地盤の影響によりまして傾斜しております。移設

費用としまして１３０万２，０００円を計上しております。１２節委託料、下から２段目
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です。幌加内そばマーケティング事業委託料９２４万円ですが、幌加内そばや観光ＰＲの

情報発信をラジオ等で行うもので、昨年に引き続き６６０万円、そのほか新規としまして

特産品販売拡大事業として関西圏でのそばをＰＲするもので２６４万円を計上しておりま

す。いずれも北海道の地域づくり総合交付金を申請する予定としておりますので、ご理解

いただきたいと思います。一番下の公共交通バス利用促進支援業務委託料２２万円ですが、

こちらは新規事業としましてＪＲバスを利用してルオントに入館する方、こちらに入館料

の助成、また記念品の贈呈を行いまして、ＪＲバスと政和温泉の利用促進を図る事業とし

て計上しているところでございます。１７節備品購入費の６３万１，０００円ですが、各

観光施設に設置しております消火器について１０年で更新が必要になりますので、３３本

分の更新費用を計上しております。百年記念公園備品購入費１４万８，０００円ですが、

作業車両等の洗浄として洗車機の購入に７万２，０００円、同じくパークゴルフ場のパー

クゴルフ用具の清掃用としてコンプレッサーの購入に７万６，０００円を計上しておりま

す。

３目まどか運営費、本年度２，６７７万４，０００円、前年対比５４０万８，０００円

の増、１０節需用費で、次のページをお願いいたします。特別修繕料３７７万５，０００

円ですが、体験実習棟のボイラー基板、給湯設備が経年劣化により破損しておりますので、

改修するものでございます。１７節の備品購入費は、消火器７本を更新する費用を計上し

ております。

以上で産業課、農業委員会所管の歳出の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願

いいたします。

〇委員長（小関和明君） 説明が終わりましたので、事項別明細書、２款総務費、１項総

務管理費、８目町有林造成費、８６ページから質疑を受けます。８６ページ、８７ページ

について質疑ありませんか。

〇委員長（小関和明君） ページを飛んで９０ページに行きます。９０ページ、９１ペー

ジについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ９２ページ、９３ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） 次に、５款労働費、１項労働費、１目労働費、１２４ページに

なります。１２４ページから質疑を受けます。１２４ページ、１２５ページについて質疑

ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） 次に、６款農林水産業費、１項農業費、１目農業委員会費、１

２６ページから質疑を受けます。１２６ページ、１２７ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） １２８ページ、１２９ページについて質疑ありませんか。
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５番、中川委員。

〇５番（中川秀雄君） そば加工施設関係についてお尋ねします。

町長の市政方針の中にもありましたけれども、今年度中に実施設計を終わらせて、来年

度中には竣工という計画だそうですけれども、まだ率直なところ全体像が私ども１月の議

員協議会で説明されたぐらいで、よく分からないところがたくさんあります。それで質問

したいと思いますけれども、今までの加工施設と新しくなる施設の比較でお尋ねしたいと

思うのですけれども、その施設の営業といいますか、営業主体自体は今までどおり振興公

社ということでやることで変わりはないのですか。

〇委員長（小関和明君） 産業課長。

〇産業課長（清原吉典君） 今は指定管理で振興公社が持っておりますけれども、新しい

施設になりますとまた条例改正も必要になります。それで、また新たに指定管理者の募集

を行いましてする予定ではございますが、可能性としては今の既存の振興公社がやる可能

性は大いにあるかなと思ってはおります。

〇委員長（小関和明君） ５番、中川委員。

〇５番（中川秀雄君） 総事業費も少なくとも１７億円程度はいくのでないかということ

で、本町としてのいわゆる投資といいますか、投資としてはかなり多額なものになるので

すけれども、それで今までの施設の場合ですと、今までの施設と比べまして製品の製造ラ

インといいますか、そういう面では今までと比較して、もちろん需要との関係もあります

ので一概には言えないところあるかもしれませんけれども、商品生産なり、いろんな加工

商品を作る生産ライン自体は能力的にかなりアップするものなのかどうなのか、基本的に。

〇委員長（小関和明君） 産業課長。

〇産業課長（清原吉典君） 今の予定としてのご説明ですけれども、基本的にはアップす

る予定ではございます。その上で、今おびなたさんから製造装置、その辺の提案を受ける

こととしております。ただ、おびなたさんは相当大きい工場でございますので、それが幌

加内に適している大きさなのかどうかというのも見定めなければいけないと思っておりま

す。あとは、またその機械もどれほど、規模小さいものだとか大きいものというものがあ

るのかどうかというのもまた今詰めている段階でございます。その上で、能力につきまし

ては増える予定ではございます。振興公社は今現在製粉と加工麺やっておりますので、そ

の辺は継続しながら進めたいなと思っております。

〇委員長（小関和明君） ５番、中川委員。

〇５番（中川秀雄君） あと、財源問題についてもちょっと聞きたいと思うのですけれど

も、基本的には半分は国庫助成で賄うと、あとの残りについては恐らく起債と単独の補填

で賄うだろうと思うのですけれども、以前の説明では例えば今の農協さんが指定管理して

いるソバの施設、あるいは米の施設も含めてですけれども、ああいう形態になるのではか

というような見通しも示されているわけですけれども、それで起債に関してはもちろん後

年度の還付も交付税措置もあるわけですから、それらを除いたとして、実際に町の持ち出



- 27 -

しとしてどの程度持ち出しになるのか。それで、例えば農協の施設でありますと、それぞ

れの年度で利用者から利用料を徴収して農協自体は町のほうに使用料として毎年納めてい

たという関係だと思うのですけれども、今の加工施設の場合、使用料はたしか徴収はして

いませんよね。それで、今度新しく出る施設になりますと当然その辺も想定しているもの

だと思うのですけれども、その辺の見通しといいますか、どの程度のそれぞれの使用料を

徴収するつもりでいるのかお聞かせ願いたいと思います。

〇委員長（小関和明君） 産業課長。

〇産業課長（清原吉典君） まず、最初の町の持ち出しの関係でございましたけれども、

国の補助２分の１、あとは起債のほうで補正債というのを予定しております。それが交付

税バック５０％ということで、その５０％が一旦町費で負担するというものでございます。

町費に関わるものですけれども、今まで農協さんのほうで進めておりましたソバの調製工

場のように使用料という形で徴収する予定でございますので、町の持ち出しは最終的には

ゼロというようなことは考えております。

それで、振興公社です。どれほど支払い出るかというようなことなのですけれども、今

現在コロナ前までの売上げはほぼ回復しておりまして、年間１，５００万円から２，００

０万円ほどはある程度余剰のほうはできております。その辺で町のほうに、年数はかかる

かもしれませんけれども、まだその辺の事業費がはっきりしないものですから、幾らかと

いうのはまだ申し上げられませんけれども、そういうのも支払いながら、町費を抑えなが

ら、町の経営も加味しながらその辺は振興公社と詰めていきたいなと思っております。

〇委員長（小関和明君） ほかに質疑ございませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） １３０ページ、１３１ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） １３２ページ、１３３ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） １３４ページ、１３５ページについて質疑ありませんか。

１番、中南委員。

〇１番（中南裕行君） 土地改良事業費についてお伺いしたいのですけれども、改良区が

合併の話が去年からいろいろ耳に入ってくるのですけれども、以前推進本部でやっていま

した土地改良推進事業の関係、協議会ということで今改良区が担っているわけですけれど

も、それに対しての補助金が出ているわけですけれども、そういう話は改良区としている

のかどうか、ちょっとお伺いしたいのですけれども。

〇委員長（小関和明君） 産業課長。

〇産業課長（清原吉典君） 事務レベルでは話は聞いております。合併後もこの土地改良

推進事業は継続できるという旨も事務方では調整はしております。

〇委員長（小関和明君） １３６ページ、１３７ページについて質疑ございませんか。
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４番、中村委員。

〇４番（中村雅義君） 狩猟免許取得の助成金についてちょっとお伺いしたいのですが、

実際に幌加内、鳥獣害の被害が相当ありますし、去年に関しては熊という大型のものがあ

って、当然この部分で地元の中でもやっぱりハンターを育てなければならないというのが

あるのですが、まず１つ目として、今免許取得しても今までのハーフライフル、殺傷能力

のあるその部分が基本的には使えなくなるという話を聞いています。その部分の中で、道

ではそういう意味では特例という部分で要請をするのだという話は聞いていますが、町と

してはその動きはどのように考えているのか。また、実質的に幌加内でハンターというの

は数名しかいないのですが、それだけでは足りないので、どこの範囲の人でそういう猟を

しているのか、ちょっとお聞かせください。

〇委員長（小関和明君） 主幹。

〇産業課主幹（安藝 修君） 狩猟免許取得助成の制度の概要でございますけれども、基

本的には第１種狩猟免許、いわゆる火薬を使ってやるものになるのですが、委員おっしゃ

るとおり、今法改正の状況でハーフライフルの規制というものが出ておりますけれども、

基本的に今回この狩猟免許の取得助成対象にする方は、本町の鳥獣害対策に対して鳥獣害

対策実施隊というものが本町で整備しておりますけれども、それに参画してもらうことが

第一前提というふうになります。ですので、鳥獣害対策に関与する者についてはハーフラ

イフルの規制緩和というものが一応今法改正の中でそういったものを盛り込んでおります

ので、基本的には問題ないものというふうに今のところは考えてございます。

基本的にどのような方たちがというところでございますけれども、現在鳥獣の狩猟免許、

町内で狩猟免許を持たれている方については新しく若い方も１名増えて４名というふうに

聞いております。それで、その１名の方も今後鳥獣対策実施隊のほうに入っていただいて、

いろんな活動のほうをしていただこうというふうに思っておりますし、今後新たにこうい

った、もちろん今既存でいらっしゃる町内にいる農家さんの方ですとか、観光事業に携わ

る方たち、幌加内町でヒグマに対する事故を守っていくというような意欲のある方たちも

いるというふうに思っておりますので、そういった方たちが捕った場合に鳥獣対策の実施

隊員として活動していただきながら、ヒグマに対する理解ですとか、捕獲の育成、そうい

ったものも含めて、先ほど課長のほうからお話ありましたけれども、春季管理捕獲という

ようなものも導入しながら、人材育成、捕獲対応を町内で迅速に対応できるようなものも

図っていきたいというふうに考えているところです。

以上です。

〇委員長（小関和明君） １３６ページ、１３７ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） 次に、７款商工費、１項商工費、１目商工振興費、１３８ペー

ジから質疑を受けます。１３８ページ、１３９ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）
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〇委員長（小関和明君） １４０ページ、１４１ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） １４２ページ、１４３ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） ２款、５款、６款、７款全般について質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） これで２款、５款、６款、７款に関する質疑を終わります。

これで産業課所管の審査を終わります。

◎延会の議決

〇委員長（小関和明君） 委員の皆様にお諮りします。

本日の委員会をこの程度にとどめ、延会したいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇委員長（小関和明君） 異議なしと認めます。

したがって、本日はこれで延会することに決定しました。

◎延会の宣告

〇委員長（小関和明君） これで本日の委員会を閉じます。

延会 午後 ３時４６分


